青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年６月１２日(月)

	入　所　者
	氏　名　　　長瀬　紘一郎　　　様　　　　　　　男・女　昭和17年12月8日生（63歳）

	
	〒039-1166　　住　所　　八戸市田面木エヒサ沢1-11親和荘D　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	食道狭窄

	
	発症時期
	26歳時
	罹 患 期 間
	　約37年

	
	入院回数
	　７回
	延べ入院年数
	　　　　　12年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dｒ　　　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	　生保（　　　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　1級）

	年　　金
	有・無　（　月額　万円　）　重度医療（有）

	 入所年月日
	Ｈ　年　月　日
	身長
	
	体重
	

	最終学歴
	高校卒業
	免許・資格
	建築士３級

	職　歴
	大工、陸上自衛隊

	保　護　者
	氏　　名　　長瀬　正剛　様　　　　　　　　　続柄　　弟　（同居　・否）

	長期目標

　地域で単身生活していきたい。今後の生活の為に貯金をしていきたい。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

S43.9～S45.1  入院　　松平病院　　　　　　　H2.7～H2.10　入院　　松平病院

S52.7～S53.4　入院　　　〃　　　　　　　　　H4.4～H10.9　入院　　　〃

S54.12～S55.4　入院　　　〃　　　　　　　　H10.9～H11.3　入院　　　〃

S61.9～S62.1  入院　　　〃　　　　　　　　　H11.3～　　　外来　　青南病院

	生活歴

八戸市(下組町)にて同胞4名の第一子長男として出生。家業が大工だったので幼い頃から携わり、高校卒業し、建築士3級取得。家業をついで行っていたが、24歳時陸上自衛隊に入隊。自分に合わないと辞職している。食道狭窄は、小さい頃に苛性ソーダ(洗剤)を飲んで喉が焼けたとのこと。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は平成10年に死亡。母は現在単身生活、弟は階上町にて、自営の建設事務所をかまえている。母は以前の本人とのかかわりから同居には不安を抱えている。母、弟とも交流はある。弟は家族セミナーにもシンポジストとして参加している。


（青明舎）施設処遇会議①

平成18年6月12日　（月）

	氏　名
	長瀬　紘一郎　様
	男・女
	生年月日
	　昭和１7年12月8日（63歳）


	問題点
	介入方法

	1 食道狭窄により喉をつまらせる危険がある
	・デイナイトケアや青明舎の食事利用により食事状況を把握する。
・食事摂取についてアドバイスを行う。

	②「今度からデイナイトケアをやめてナイトケアになる」、「デイナイトケアには行かず日中は青明舎で過ごすように」等スタッフから言われたと話すことがある
	・関係機関(DNC、外来、青明舎)で集まり、基本方針を持って対応できるように話し合いの場を持つ。

・幻聴であるか本人から話を聞く
・デイナイトケアと情報交換を行う

	③高齢となってきているので身体的にも今後の生活について考えていく必要がある
	・今後について本人を含め、家族とも話し合う機会を持つ


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	現在、月～金デイナイトケア利用。土日は青明舎を利用し、食事は昼・夕食は青山荘でとっている。

花見行事参加し、青明舎で出来た友人と一緒に過ごしている。昼食では弁当は極刻みとするがトロミや水分がなく喉が通らないと半分以上残している。

土日は青明舎で過ごすようにDNCのスタッフから言われていると話す。土日の利用では他利用者とオセロや将棋をして過ごし、ジュースやお菓子を持ってきて食べている。喉を詰まらせることはない。青明舎での過ごし方でパソコンを利用していきたいと考えているという。最近は友人と食事に行ったり、友人を自宅に招いたりすることがある。

4月、DNC通所前に来所し、DNCスタッフより「日中は青明舎で過ごすように言われた」と話す。そのような話は聞いていない事を伝えると「それじゃあ、間違いかな。もう一度聞いてみます。」とDNCへ通所する。DNCスタッフに確認をとって事実でないことを説明するが「言われた」と納得していない。

6月、アパートの鍵を無くした為、「ドライバーを貸してください」と話すことがある。探す前にドライバーでこじ開けようとするため、まず探してみるよう伝える。その後、青明舎のソファーの間から鍵が見つかる。小さな鍵のためキーホルダー等つけるようにアドバイスをするとその後鈴木氏からもらったキーホルダーをつけている。


プラン計画者　氏名：　金澤　愛　　　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H　　年　　月　　日　（　）　青山荘地域交流活動室






